
令
６　

高
等
学
校
書
道
（
６
枚
の
う
ち
1
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

一　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

�　
（　

①　

）
時
代
の
甲
骨
文
が
卜
占
等
の
内
容
を
記
録
し
た
よ
う
に
、
古
来
、
文
字
は
情
報
の
伝
達
や
記
録
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
天
下
統
一
を
し
た
秦

の
（　

②　

）
は
、
統
治
の
た
め
に
国
内
の
文
字
や
度
量
衡
を
統
一
し
た
。
統
一
さ
れ
た
文
字
は
（　

③　

）
と
よ
ば
れ
る
様
式
で
、
図
版
Ａ
は
青
銅
製
の
板

に
小
刀
で
刻
ん
だ
も
の
で
、
四
隅
に
小
さ
な
穴
が
開
い
て
い
る
。
木
・
竹
簡
や
帛
書
に
残
さ
れ
た
肉
筆
の
書
か
ら
、
前
漢
時
代
の
前
期
に
は
、
既
に
（　

④　

）

を
備
え
た
隷
書
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
漢
代
は
Ⅰ
中
国
古
印
の
最
盛
期
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、
封
泥
な
ど
印
章
を
用
い
た
制

度
・
文
化
が
確
立
し
た
。
三
国
時
代
、
西
晋
時
代
に
な
る
と
日
常
筆
記
に
用
い
ら
れ
て
い
た
草
書
は
、
多
様
な
表
現
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
東
晋
時
代

で
は
（　

⑤　

）、（　

⑥　

）
の
親
子
が
現
れ
て
「
十
七
帖
」「
初
月
帖
」「
中
秋
帖
」
な
ど
の
名
跡
を
残
し
、
草
書
は
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
Ⅱ
南
北
朝

時
代
に
は
す
で
に
楷
書
の
書
法
が
定
着
し
、
日
常
だ
け
で
な
く
石
碑
に
も
一
般
的
に
用
い
ら
れ
た
。
唐
の
第
二
代
皇
帝
（　

⑦　

）
は
、
学
者
で
あ
り
官
僚
で

あ
り
書
の
名
手
で
も
あ
っ
た
Ⅲ
初
唐
の
三
大
家
ら
三
人
を
政
治
と
文
化
を
推
進
す
る
た
め
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
重
用
し
た
。

　

問
一　

文
中
の
空
欄
①
～
⑦
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
ま
た
は
人
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
二　

唐
の
第
二
代
皇
帝
の
治
世
は
最
も
国
が
安
定
し
た
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
後
に
何
と
呼
ば
れ
た
の
か
を
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
三　

図
版
Ａ
に
つ
い
て
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（　

⑧　

）　

安　
（　

⑨　

）　

號　
（　

⑩　

）　

皇　

帝

（　

⑪　

）　

詔　

丞　

相　

状　

綰

　
　

法　

度　

量　
（　

⑫　

）　

不　

壹

　
　

歉　

疑　
（　

⑬　

）　

皆　
（　

⑭　

）　

壹　

之

　
　
　

⑴　

図
版
Ａ
の
作
品
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵　

図
版
Ａ
の
釈
文
の
空
欄
⑧
～
⑭
に
当
た
る
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
四　

―
―
線
部
Ⅰ
～
Ⅲ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴�　

―
―
線
部
Ⅰ
の
印
上
部
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
つ
ま
み
の
名
称
を
、
漢
字
一
字
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
制
作
者
の
名
前
な
ど
を
側
面
に
刻
入
す
る
こ

と
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵�　

―
―
線
部
Ⅱ
の
時
代
、
山
東
省
の
雲
峰
山
に
刻
さ
れ
た
作
品
名
と
、
そ
の
作
者
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
天
然
の
岩
壁
に
文
字

な
ど
を
刻
し
た
も
の
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑶　

―
―
線
部
Ⅲ
の
人
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
五　

次
の
ａ
～
ｃ
の
臨
書
の
方
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
ａ　

古
典
の
字
形
・
用
筆
を
忠
実
に
ま
ね
て
書
く
方
法

　
　
　

ｂ　

古
典
を
よ
く
学
ん
だ
う
え
で
、
書
く
と
き
に
は
そ
れ
を
見
な
い
で
書
く
方
法

　
　
　
ｃ　

古
典
に
漂
う
雰
囲
気
や
筆
意
な
ど
形
以
外
の
要
素
を
捉
え
て
書
く
方
法

二　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

�　

宋
時
代
、
科
挙
を
経
た
士
大
夫
が
政
治
や
文
化
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
宋
の
三
大
家
ら
も
士
大
夫
で
個
性
的
な
書
を
残
し
て
い
る
。
元
時
代
の
能

書
で
あ
る
趙
孟
頫
は
二
王
の
書
を
追
究
し
、
晋
・
唐
の
古
典
を
復
古
さ
せ
た
。
清
時
代
に
は
、
青
銅
器
や
石
刻
の
文
字
を
研
究
す
る
金
石
学
が
め
ざ
ま
し
く
発

達
し
、
北
魏
時
代
の
楷
書
の
碑
や
、
さ
ら
に
時
代
を
遡
っ
て
研
究
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
な
り
、
鄧
石
如
・
尹
秉
綬
・
呉
煕
載
・
何
紹
基
・
趙
之
謙
ら
碑
学
派
と

よ
ば
れ
る
名
家
が
現
れ
、
各
書
体
に
傑
出
し
た
作
品
を
残
し
た
。
ま
た
、
こ
の
動
向
を
推
進
し
た
理
論
家
と
し
て
、
阮
元
や
包
世
臣
ら
が
い
る
。
篆
刻
も
詩
書

画
と
並
ん
で
盛
ん
に
な
り
、
呉
煕
載
・
趙
之
謙
・
呉
昌
碩
ら
が
優
れ
た
印
を
残
し
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

問
一　

図
版
Ａ
～
Ｇ
の
作
品
の
作
者
を
、
右
の
本
文
に
出
て
く
る
人
名
か
ら
抜
き
出
し
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
二　

―
―
線
部
の
「
北
宋
の
三
大
家
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
人
名
と
そ
の
代
表
的
な
作
品
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
三　

次
の
ａ
～
ｃ
の
書
論
の
出
典
に
つ
い
て
該
当
す
る
も
の
を
、
あ
と
の
ア
～
エ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
ａ　

草
書
は
連
綿
宛
転
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
須
ら
く
停
筆
有
る
べ
し
。

　
　
　

ｂ　

書
に
二
要
有
り
。
一
に
用
筆
と
曰
い
、
二
に
結
字
と
曰
う
。

　
　
　
ｃ　

書
を
学
ぶ
や
必
ず
先
ず
気
を
作
せ
。

ア　

馮
班
『
鈍
吟
書
要
』　　
　

イ　

朱
履
貞
『
書
学
捷
要
』　　
　

ウ　

趙
孟
堅
『
論
書
』　　
　

エ　

孫
過
庭
『
書
譜
』

　

問
四　

士
大
夫
が
、
私
生
活
で
見
せ
る
趣
味
人
と
し
て
の
姿
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
五　

次
の
ａ
・
ｂ
の
用
筆
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
ａ　

起
筆
の
用
筆
法
の
一
つ
で
、
穂
先
を
包
み
込
む
よ
う
に
運
筆
す
る
。

　
　
　

ｂ　
ａ
に
対
す
る
用
筆
法
。
穂
先
を
表
わ
し
て
運
筆
す
る
。

　

問
六　

全
紙
の
縦
四
分
の
三
の
大
き
さ
の
画
仙
紙
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

図版E

図版Ｆ

図版Ｇ

図版A

図版B

図版C

図版Ｄ

図版Ａ



令
６　

高
等
学
校
書
道
（
６
枚
の
う
ち
2
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

三　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

�　

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
め
の
日
本
は
、
中
国
文
化
の
摂
取
に
専
心
し
た
時
代
で
、
三
筆
と
称
さ
れ
る
空
海
・
Ⅰ
嵯
峨
天
皇
・（　

①　

）
ら
能
書
が
、
晋
・

唐
以
来
の
中
国
書
法
に
学
ん
で
優
れ
た
書
を
残
し
た
。

　

�　

続
く
平
安
時
代
中
期
に
な
る
と
、
文
化
全
般
に
（　

②　

）
化
が
進
み
、
漢
字
も
、
日
本
の
風
土
や
感
性
に
合
っ
た
独
自
の
も
の
を
創
造
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
を
（　

③　

）
と
い
う
。（　

③　

）
は
、
三
跡
と
称
さ
れ
る
Ⅱ
小
野
道
風
・
藤
原
行
成
・（　

④　

）
ら
に
よ
っ
て
完
成
の
域
に
達
し
た
。

　

�　

鎌
倉
時
代
中
頃
に
な
る
と
、
宋
・
元
時
代
の
書
法
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
個
性
的
な
書
を
特
色
と
す
る
禅
僧
の
書
、
い
わ
ゆ
る
墨
跡
が
中
国
か
ら
入
っ
て

き
て
、
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
の
日
本
の
禅
僧
で
あ
る
宗
峰
妙
超
、（　

⑤　

）
ら
は
、
独
自
の
書
風
を
展
開
し
た
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北
朝
時
代

に
か
け
て
登
場
し
た
、
尊
円
親
王
の
伝
統
（　

③　

）
に
立
脚
し
た
書
風
は
、
そ
の
後
の
書
の
基
盤
と
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
（　

⑥　

）
と
呼
ば
れ
て
永
く

命
脈
を
保
っ
た
。

　

�　

そ
し
て
、
安
土
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
戦
乱
の
世
を
経
て
沈
滞
し
た
書
の
世
界
に
、
伝
統
に
縛
ら
れ
ず
自
由
な
表
現
を
求
め
て
新
た
な
息
吹
を
も

た
ら
す
Ⅲ
近
衛
信
尹
・（　

⑦　

）・
松
花
堂
昭
乗
ら
が
現
れ
、
絵
画
や
工
芸
と
書
と
の
融
合
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
意
欲
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

　

�　

江
戸
も
後
期
に
入
る
と
、
書
を
職
業
と
す
る
専
門
家
が
現
れ
、
大
い
に
活
躍
し
た
。
と
り
わ
け
、
市
河
米
庵
な
ど
は
、
門
人
が
数
千
人
い
た
と
も
い
わ
れ
、

そ
の
影
響
力
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
こ
の
米
庵
の
他
に
も
巻
菱
湖
や
（　

⑧　

）
の
能
書
も
活
躍
し
た
。

　

問
一�　

文
中
の
空
欄
①
～
⑧
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
ま
た
は
人
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
同
じ
数
字
に
は
、
同
じ
語
句
ま
た
は
人

名
が
入
る
。

　

問
二�　

次
の
図
版
Ａ
・
Ｂ
は
、
日
本
上
代
の
金
石
文
の
拓
本
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
碑
が
所
在
す
る
都
道
府
県
を
次
の
ア
～
オ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を

書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
作
品
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

ア　

宮
城
県　
　
　

イ　

栃
木
県　
　
　

ウ　

群
馬
県　
　
　

エ　

奈
良
県　
　
　

オ　

京
都
府

　

問
三�　

―
―
線
部
Ⅰ
・
Ⅱ
の
人
物
が
書
い
た
作
品
を
次
の
図
版
Ｃ
～
Ｆ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
名

を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
四　

左
は
、
図
版
Ｆ
の
釈
文
で
あ
る
。
空
欄
⑨
～
⑫
に
当
た
る
文
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
同
じ
数
字
に
は
、
同
じ
文
字
が
入
る
。

側　

聞　
（　

⑨　

）　

父　
（　

⑨　

）　

母　
（　

⑩　

）　

之　

悲

之　
（　

⑪　

）　

彼　
（　

⑫　

）　

上　

大　

覚

　

問
五�　

図
版
Ｄ
の
初
字
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
草
名
が
発
展
し
、
自
署
の
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
る
記
号
も
し
く
は
符
号
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
で
書
き
な

さ
い
。

　

問
六　

―
―
線
部
Ⅲ
に
つ
い
て
、
こ
の
三
名
を
総
称
し
て
何
と
呼
ぶ
か
、
五
文
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
七�　

空
欄
⑦
の
人
物
は
、「
絵
屋
と
呼
ば
れ
る
絵
画
工
房
を
興
し
た
人
物
」
と
組
ん
で
数
々
の
名
作
を
残
し
た
。
そ
の
人
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、�

図
版
Ｇ
は
、
こ
の
二
人
に
よ
る
絵
と
文
字
が
調
和
し
た
作
品
の
一
部
で
あ
る
。
作
品
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

図版Ａ

図版Ｂ

図版Ｃ

図版Ｄ図版Ｆ

図版Ｅ

図版Ｇ



令
６　

高
等
学
校
書
道
（
６
枚
の
う
ち
3
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

四　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

�　

四
季
の
変
化
に
富
み
、
多
様
な
姿
の
山
や
川
、
海
に
面
し
樹
木
が
繁
茂
す
る
日
本
で
は
、
古
来
、
自
然
と
の
調
和
を
尊
重
し
な
が
ら
文
化
が
発
展
し
て
き
た
。

日
本
の
人
々
は
、
自
然
の
中
に
あ
る
多
様
性
、
変
化
と
い
っ
た
も
の
を
重
ん
じ
た
。
そ
れ
は
、
和
歌
や
俳
諧
な
ど
の
文
学
、
絵
巻
物
や
屏
風
絵
な
ど
の
絵
画
、

書
院
や
庭
園
な
ど
の
建
築
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
表
現
さ
れ
る
書
に
お
い
て
も
、
日
本
人
の
（　

①　

）
の
中
に
美
し
さ
を
見
出
す
美
意
識
に
表
れ
て
い

る
。
図
版
Ａ
は
主
に
『
万
葉
集
』
と
『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
の
和
歌
一
種
を
染
紙
二
枚
に
渡
っ
て
書
い
た
作
品
。
龍
安
寺
の
庭
園
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
よ
う

な
構
成
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
行
の
高
低
や
行
間
に
変
化
を
つ
け
て
書
く
方
法
で
あ
る
（　

②　

）
を
用
い
た
り
、（　

③　

）
の
位
置
を
工
夫
し
た
り
す

る
こ
と
で
空
間
の
美
し
さ
や
立
体
感
を
表
現
で
き
る
。
図
版
Ｂ
は
、
京
都
の
寺
院
に
伝
え
ら
れ
た
作
品
。
こ
の
作
品
で
は
（　

②　

）
に
対
し
、
和
歌
を
読
み

や
す
く
す
る
た
め
の
書
く
方
法
で
あ
る
（　

④　

）
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

�　

漢
字
の
伝
来
に
よ
っ
て
文
字
と
出
会
っ
た
日
本
の
人
々
は
、
言
葉
の
響
き
や
人
々
の
感
情
に
寄
り
添
う
文
字『
仮
名
』
を
生
み
、
平
安
時
代
の
貴
族
た
ち
は
、

そ
の
表
現
を
存
分
に
追
求
し
た
。
今
で
は
誰
も
が
自
由
に
音
楽
を
聴
き
、
自
由
に
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
時
は
、
作
者
が
詠
ん
だ
り
書
い
た
り
し
た

も
の
を
書
き
写
す
方
法
や
、
口
伝
と
い
う
方
法
で
し
か
知
る
手
立
て
が
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
が
現
在
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
、（　

⑤　

）
と
呼

ば
れ
る
仮
名
の
名
品
の
多
く
は
、
平
安
時
代
の
貴
族
を
中
心
と
す
る
教
養
人
の
間
で
の
み
共
有
さ
れ
、
共
通
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
な
品
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
Ⅰ
平
安
貴
族
の
美
意
識
の
域
を
集
め
た
と
も
い
え
る
（　

⑤　

）
に
は
、
日
本
の
風
土
や
四
季
折
々
の
景
色
を
模
し
て
作
ら
れ
た�

（　

⑥　

）
な
ど
に
淡
々
と
流
れ
る
水
の
よ
う
で
あ
っ
た
り
、
時
に
激
し
く
連
続
し
た
り
、
あ
る
い
は
間
を
保
つ
と
い
っ
た
書
き
手
の
呼
吸
や
感
情
と
効
果
音

ま
で
も
が
、
仮
名
の
（　

⑦　

）
の
リ
ズ
ム
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
た
。
ま
た
、（　

⑤　

）
の
多
く
は
筆
者
の
署
名
が
な
い
。
さ
ら
に
十
六
世
紀
の
終
わ
り
ご

ろ
か
ら
Ⅱ
巻
子
本
や
冊
子
本
だ
っ
た
も
の
が
茶
の
湯
の
興
隆
や
収
集
家
の
影
響
に
よ
っ
て
裁
断
さ
れ
、（　

⑧　

）
と
な
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
情
報
が
失
わ

れ
た
。
筆
者
が
特
定
で
き
な
い
も
の
は
、（　

⑨　

）
と
し
て
現
代
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

問
一�　

文
中
の
空
欄
①
～
⑨
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
（
一
部
送
り
仮
名
を
含
む
）。
た
だ
し
、
①
に
つ
い
て
は
最
も
適

切
な
も
の
を
次
の
ア
～
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。
な
お
、
同
じ
数
字
に
は
、
同
じ
語
句
が
入
る
。

　
　
　
　

ア　

不
公
平　
　
　
　

イ　

不
均
衡　
　
　
　

ウ　

不
合
理　
　
　
　

エ　

不
調
和

　

問
二　

―
―
線
部
Ⅰ
よ
り
、
次
の
文
章
を
読
み
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

よ
ろ
づ
の
こ
と
、
昔
に
は
劣
り
ざ
ま
に
、
浅
く
な
り
ゆ
く
世
の
末
な
れ
ど
、
仮
名
の
み
な
ん
今
の
世
は
い
と
際
な
く
な
り
た
る
。

　

当
時
、
相
手
と
容
易
に
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
上
流
貴
族
に
と
っ
て
、
教
養
や
感
性
を
反
映
し
て
い
る
和
歌
や
そ
れ
を
し
た
た
め
る
書
が
、
相
手

を
知
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
文
中
に
は
、
主
要
人
物
の
描
写
の
多
く
に
そ
の
人
物
の
筆
跡
の
批
評
も
伴
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　

⑴　

書
に
お
け
る
紙
の
選
択
、
墨
色
や
書
き
方
の
会
得
の
大
切
さ
な
ど
の
描
写
が
あ
る
こ
の
作
品
名
と
作
者
名
を
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑵　
　
　
　

線
部
の
大
意
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　

ア　

全
て
の
こ
と
が
浅
は
か
に
な
り
、
仮
名
の
区
別
も
な
く
な
っ
た
。　

イ　

仮
名
文
字
だ
け
は
、
昔
の
書
き
ぶ
り
の
方
が
素
晴
ら
し
い
。

　
　
　
　

ウ　

今
は
世
の
末
だ
が
、
仮
名
だ
け
は
誇
れ
る
尊
い
も
の
だ
。　
　
　
　

エ　

昔
よ
り
も
劣
る
世
の
中
の
せ
い
で
、
仮
名
の
使
い
手
が
増
え
て
い
る
。

　
　
　
　

オ　

全
て
が
劣
っ
て
ゆ
く
世
の
中
で
、
仮
名
も
当
時
の
輝
き
を
な
く
し
て
い
る
。

　

問
三　

―
―
線
部
Ⅱ
に
つ
い
て
、
①
巻
子
本
と
②
冊
子
本
に
つ
い
て
説
明
し
な
さ
い
。

　

問
四　

図
版
Ａ
と
図
版
Ｂ
の
作
品
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
五　

図
版
Ｂ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴　

図
版
内
の　
　
　

線
部
の
よ
う
に
続
け
て
文
字
を
書
く
こ
と
を
何
と
い
う
か
。
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵　

解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
読
み
を
平
仮
名
で
書
き
、そ
の
字
源
と
な
る
漢
字
を
例
に
習
い
、そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。　

例
）
す
み
よ
し
の
→
寸
美
与
之
乃

　

問
六�　
『
古
今
和
歌
集
』
の
撰
者
・
三
十
六
歌
仙
の
ひ
と
り
で
、『
仮
名
序
』
を
執
筆
し
た
人
物
が
書
い
た
と
さ
れ
る
も
の
を
、
次
の
ア
～
コ
か
ら
す
べ
て
選
び
、

そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　

ア　

高
野
切
古
今
和
歌
集　
　

イ　

香
紙
切　
　

ウ　

秋
萩
帖　
　
　
　
　
　
　
　

エ　

寸
松
庵
色
紙　
　

オ　

関
戸
本
古
今
和
歌
集

　
　
　
　

カ　

桂
本
万
葉
集　
　
　
　
　

キ　

中
務
集　
　

ク　

本
阿
弥
切
古
今
和
歌
集　
　

ケ　

十
五
番
歌
合　
　

コ　

粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集

龍安寺の庭園

図版Ｂ

図版Ａ



令
６　

高
等
学
校
書
道
（
６
枚
の
う
ち
4
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

五　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

�　

私
た
ち
は
普
段
、
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
文
字
を
書
く
。
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
、
キ
ー
ボ
ー
ド
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
な
ど
で
文
字
を
入
力
す

る
機
会
が
増
え
て
い
る
が
、
こ
と
ば
や
文
章
を
Ⅰ
筆
記
用
具
等
を
用
い
て
紙
な
ど
に
メ
モ
す
る
、
名
前
や
住
所
を
書
く
、
ノ
ー
ト
に
授
業
の
内
容
を
記
録
す
る
、

試
験
の
答
案
用
紙
を
書
く
な
ど
、
文
字
を
書
く
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
小
・
中
学
校
の
授
業
で
培
っ
た
（　

①　

）
能
力
は
、
そ
の
よ
う
な
場
面
で
大
変
役

立
っ
て
い
る
。

　

�　

小
・
中
学
校
で
は
、
Ⅱ
文
字
を
正
し
く
、
整
え
て
、
読
み
や
す
く
書
く
た
め
に
、
様
々
な
学
習
を
す
る
。
高
等
学
校
で
は
、
小
・
中
学
校
で
身
に
付
け
た
能

力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
様
々
な
書
の
表
現
技
法
を
学
ん
で
い
く
。
ま
た
、
幅
広
い
書
の
美
に
触
れ
る
こ
と
で
感
性
を
磨
き
、
漢
字
や
仮
名
な
ど

の
文
字
を
素
材
に
自
己
表
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

問
一　

文
中
の
空
欄
①
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
を
、
漢
字
二
文
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
二�　

―
―
線
部
Ⅰ
に
つ
い
て
中
国
で
は
古
来
よ
り
、
筆
・
硯
・
墨
・
紙
を
必
需
品
と
し
て
重
宝
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
四
つ
の
道
具
を
総
称
し
て
何
と
い
う
か
、

漢
字
四
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
三　

―
―
線
部
Ⅰ
に
つ
い
て
、
次
の
ア
～
オ
の
都
道
府
県
の
産
地
五
か
所
で
作
ら
れ
て
い
る
硯
・
紙
・
筆
の
名
前
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

な
お
、
ア
は
硯
の
名
前
を
漢
字
三
字
で
、
イ
、
ウ
は
和
紙
の
名
前
を
漢
字
四
字
で
、
エ
、
オ
は
筆
の
名
前
を
漢
字
三
字
で
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。

ア　

宮
城
県　
　
　
　

イ　

福
井
県　
　
　
　

ウ　

鳥
取
県　
　
　
　

エ　

兵
庫
県　
　
　
　

オ　

広
島
県

　

問
四　

―
―
線
部
Ⅱ
に
つ
い
て
、
次
の
ａ
～
ｃ
の
筆
の
持
ち
方
（
指
法
）
お
よ
び
腕
の
構
え
方
（
腕
法
）
の
名
前
を
漢
字
三
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
ａ　

筆
の
軸
に
人
差
し
指
と
中
指
の
二
本
を
か
け
る
筆
の
持
ち
方

　
　
　

ｂ　

腕
を
机
に
つ
け
ず
、
宙
に
浮
か
せ
て
書
く
方
法
。
大
き
な
字
を
書
く
の
に
適
し
た
腕
法

　
　
　
ｃ　

一
方
の
手
を
枕
に
し
、
他
方
の
手
首
を
そ
の
上
に
乗
せ
て
書
く
方
法
。
小
さ
い
字
を
書
く
の
に
適
し
た
腕
法

六　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
（
図
版
の
落
款
は
省
略
し
て
い
る
）。

　

�　

日
本
で
は
、
日
本
語
を
表
記
す
る
過
程
で
漢
字
と
仮
名
を
交
え
た
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
が
成
立
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
文
に
よ
る
表
記

が
一
般
化
す
る
と
、
多
く
の
古
典
文
学
が
書
き
写
さ
れ
、
絵
巻
の
（　

①　

）（
絵
巻
の
物
語
の
説
明
文
）
に
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
の
表
現
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
書
状
、
墨
跡
や
（　

②　

）（
天
皇
の
書
）
な
ど
に
も
多
く
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。（　

③　

）
時
代
に
は
、
金
銀
泥
に
よ
る
豪
華

な
下
絵
に
表
現
さ
れ
た
作
品
な
ど
が
生
ま
れ
、
近
代
に
い
た
っ
て
は
、
Ⅰ
文
学
者
な
ど
に
独
特
な
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
現
代
で
は
、

生
活
や
社
会
に
お
け
る
Ⅱ
実
用
書
の
他
に
、
展
覧
会
芸
術
と
し
て
、
様
々
な
造
形
的
な
作
品
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

問
一　

文
中
の
空
欄
①
～
③
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
二　

―
―
線
部
Ⅰ
に
つ
い
て
、
図
版
Ａ
の
作
品
の
作
者
名
を
答
え
な
さ
い
。

　

問
三�　

―
―
線
部
Ⅱ
に
つ
い
て
、
日
常
的
に
手
紙
を
書
く
こ
と
が
あ
る
が
、
平
安
時
代
に
書
か
れ
た
現
在
東
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
空
海
が
最
澄
に
宛
て
て

書
い
た
手
紙
で
あ
る
風
信
帖
の
三
通
目
の
こ
と
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
三
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
四　

中
国
唐
の
時
代
に
書
か
れ
た
、
顔
真
卿
が
郭
英
乂
に
宛
て
た
抗
議
文
（
手
紙
）
の
草
稿
で
あ
る
作
品
名
を
、
漢
字
五
文
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
五　

次
の
図
版
Ｂ
、
Ｃ
の
手
紙
を
書
い
た
人
名
を
あ
と
の
説
明
文
を
参
考
に
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

図
版
Ｂ　

ロ
ン
ド
ン
留
学
中
の
筆
者
が
正
岡
子
規
に
宛
て
た
絵
葉
書
。
明
治
の
文
豪
。

　
　

�　

図
版
Ｃ�　

筆
者
が
姉
に
宛
て
た
手
紙
。「
日
本
を
今
一
度
せ
ん
た
く
い
た
し
申
し
候
」
と
い
う
有
名
な
一
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
手
紙
。
親
し
い
相
手

に
自
ら
の
思
い
を
存
分
に
伝
え
た
内
容
。

図版Ｃ

図版Ｂ

図版Ａ



受
験
番
号

5
6

書
道

書 道

令
６　

高
等
学
校
書
道
解
答
用
紙
（
６
枚
の
う
ち
5
）

二三 一

一

問
一
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

問
二

�

の
治

問
三

⑴
図版A

⑵
⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

問
四

⑴⑵
作品名

作者名

⑶
人名

人名

人名

問
五
ａ

ｂ

ｃ

二

問
一
図版Ａ

図版Ｂ

図版Ｃ

図版Ｄ

図版Ｅ

図版Ｆ

図版Ｇ

問
二
人名

作品名

人名

作品名

人名

作品名

問
三
ａ

ｂ

ｃ

問
四

問
五
ａ

ｂ

問
六

三

問
一

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

問
二
図版Ａ

所在地

作品名

図版Ｂ

所在地

作品名

問
三
Ⅰ
図版

作品名

Ⅱ
図版

作品名

問
四
⑨

⑩

⑪

⑫

問
五

問
六

問
七
人名

作品名

総計



受
験
番
号

6
6

書
道

書 道

令
６　

高
等
学
校
書
道
解
答
用
紙
（
６
枚
の
う
ち
６
）

四五六

四

問
一
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

問
二
⑴
作品名

作者名

⑵

問
三

①
巻
子
本

②
冊
子
本

問
四
図版Ａ

図版Ｂ

問
五

⑴⑵
読み

き

し

ひ

と

字源

比

止

読み

い

と

ゝ

の

字源

以

乃

問
六

五

問
一
①

問
二

問
三
ア

イ

ウ

エ

オ

問
四
ａ

ｂ

ｃ

六

問
一
①

②

③

問
二
作者名

問
三

問
四

問
五
図版Ｂ

図版Ｃ



受
験
番
号

5
6

書
道

書 道

令
６　

高
等
学
校
書
道
模
範
解
答
（
６
枚
の
う
ち
5
）

二 40三 40 一 44

一

問
一
①

殷

②

始
皇
帝

③

小
篆

④

波
磔
（
波
勢
）

⑤

王
羲
之

⑥

王
献
之

⑦

太
宗

問
二

貞
観�

の
治

問
三

⑴
図版A

詔
版

⑵
⑧

大

⑨

立

⑩

為

⑪

乃

⑫

則

⑬

者

⑭

明

問
四

⑴

鈕

側
款

⑵
作品名

鄭
羲
下
碑

作者名

鄭
道
昭

磨
崖
碑

⑶
人名

虞
世
南

人名

欧
陽
詢

人名

褚
遂
良

問
五
ａ

形
臨

ｂ

背
臨

ｃ

意
臨

二

問
一
図版Ａ

鄧
石
如

図版Ｂ

何
紹
基

図版Ｃ

呉
昌
碩

図版Ｄ

趙
孟
頫

図版Ｅ

呉
煕
載

図版Ｆ

趙
之
謙

図版Ｇ

尹
秉
綬

問
二
人名

米
芾

作品名

蜀
素
帖

人名

黄
庭
堅

作品名

李
太
白
憶
旧
遊
詩
巻

人名

蘇
軾

作品名

黄
州
寒
食
詩
巻

問
三
ａ

ウ

ｂ

ア

ｃ

イ

問
四

文
人

問
五
ａ

蔵
鋒

ｂ

露
鋒

問
六

聯
落

三

問
一

①

橘
逸
勢

②

国
風

③

和
様

④

藤
原
佐
理

⑤

一
休
宗
純

⑥

御
家
流

⑦

本
阿
弥
光
悦

⑧

貫
名
菘
翁

問
二
図版Ａ

所在地

オ

作品名

宇
治
橋
断
碑

図版Ｂ

所在地

ウ

作品名

多
胡
碑

問
三
Ⅰ
図版

Ｃ

作品名

光
定
戒
牒

Ⅱ
図版

Ｅ

作品名

智
証
大
師
諡
号
勅
書

問
四
⑨

惟

⑩

慈

⑪

者

⑫

無

問
五

花
押

問
六

寛

永

の

三

筆

問
七
人名

俵
屋
宗
達

作品名

鶴
下
絵
三
十
六
歌
仙
和
歌
巻
（
鶴
下
絵
和
歌
巻
）

総計
200



受
験
番
号

6
6

書
道

書 道

令
６　

高
等
学
校
書
道
模
範
解
答
（
６
枚
の
う
ち
６
）

四 40五 20六 16

四

問
一
①

イ

②

散
ら
し
書
き

③

墨
継
ぎ

④

行
書
き

⑤

古
筆

⑥

料
紙

⑦

運
筆

⑧

断
簡
（
切
）

⑨

伝
称（
承
）筆
者

問
二
⑴
作品名

源
氏
物
語

作者名

紫
式
部

⑵

ウ

問
三

①
巻
子
本

巻
物
の
こ
と
で
、
本
の
形
と
し
て
は
最
古
の
形
態
。
絹
や
紙
を
長
く
継
ぎ
合
わ
せ
て

軸
を
つ
け
て
巻
き
込
み
、
表
紙
を
つ
け
た
も
の
。

②
冊
子
本

本
の
装
丁
形
式
の
一
つ
で
、
綴
じ
本
の
こ
と
。
日
本
で
は
空
海
の
『
三
十
帖
冊
子
』

が
最
古
の
資
料
。
綴
じ
方
の
種
類
と
し
て
は
、
粘
葉
装
や
綴
葉
装
な
ど
が
あ
る
。

問
四
図版Ａ

継
色
紙

図版Ｂ

曼
殊
院
本
古
今
和
歌
集

問
五

⑴

連
綿

⑵
読み

き

し

の

ひ

め

ま

つ

ひ

と

な

ら

ば

字源

幾

之

能

悲

女

末

川

比

止

那

良

波

読み

い

く

よ

か

へ

し

と

ゝ

ふ

べ

き

も

の

を

字源

以

久

与

可

遍

之

東

不

部

幾

毛

乃

越

問
六

ア
・
エ
・
カ

五

問
一
①

書
写

問
二

文
房
四
宝

問
三
ア

雄
勝
硯

イ

越
前
和
紙

ウ

因
州
和
紙

エ

有
馬
筆

オ

熊
野
筆

問
四
ａ

双
鉤
法

ｂ

懸
腕
法

ｃ

枕
腕
法

六

問
一
①

詞
書

②

宸
翰

③

江
戸

問
二
作者名

棟
方
志
功

問
三

忽
恵
帖

問
四

争
坐
位
文
稿

問
五
図版Ｂ

夏
目
漱
石

図版Ｃ

坂
本
龍
馬


